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論文内容要旨 
研究の目的 
本研究は、一次史料を用いて清代後期における蒙漢混住地域の社会構造、特に基層社会における蒙漢
の共存様態と社会関係の具体的あり方を解明することを通じて、蒙漢混住社会に関する研究に新たな研
究の枠組み構築しようとしたものである。 
研究対象時代・地域・問題点 
清代後期は、華北地域の漢人農民が長城や柳条邊牆を越えて、活発的にモンゴル高原南部へ移住した
時期であった。その結果、モンゴル地域には膨大な漢人コミュニティが形成され、現地のモンゴル人と
様々な社会関係を造り出すこととなった。漢人の移住は、モンゴルの地域文化を多様化させたばかりで
なく、近現代に入って蒙漢の民族問題を引き起こしたのであり、その影響が現在まで続いているため、
モンゴル史上において非常に重要な時代である。 
そして、ハラチン地域を研究対象に設定したのは次のような理由からである。 
(1) 長期にわたる漢人との混住によって、ハラチン地域のモンゴル人が農耕民と化し、清末に他のモン
ゴル地域へ移動し始めた。彼らの北上は、東部内モンゴル各地の農耕化をもたらし、モンゴル人を
主体とする農耕村落社会の形成を促した。すなわち、清代後期におけるハラチン地域は、近現代に
おける農耕化した蒙漢混住社会の祖型である。そのため、清代後期のハラチン地域蒙漢混住社会の
内部構造を分析・解明することは、前近代から近代にかけて継続的に進行したモンゴル社会の農耕
化・蒙漢混住の問題を考察するための重要な一環である。 
(2) ハラチン地域のモンゴル人が経験した農耕化の過程は、現代モンゴル人の歴史認識において、漢化
による伝統的モンゴル社会崩壊の過程であったとされている。こうした議論の問題点は、蒙漢混住・
農耕化過程を、漢人の移住による一方的な過程として捉えるあまりに、受入側のモンゴル社会を主
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体性において捉えようとする視点が欠けているところにある。漢人移民の入植がモンゴル社会を舞
台としている以上、この社会自体は異質な人間集団の接触・共存の場として多様化していることを
無視してはならないのであろう。そこで、問わなければならないのは、こうした地域社会の多様性
を可能にした社会関係の実態であり、それを基礎に所謂「漢化」が展開された社会的文脈や、その
内実を把握し、再評価することが必要となっている。 
 
研究内容 
第一部 蒙漢混住社会と治安 
第一部では清代後期における盗賊問題とそれに対する地域社会の治安維持体制の構築が、漢人移民と
モンゴル人住民が混住する中でどのように実現されていたのかを明らかにした。 
第一章「同治・光緒年間の内モンゴル・ハラチン地域における盗賊と地域社会」 
第一章では、清代後期の内モンゴル東南部、中国内地、満洲の接壌地帯に行動していた盗賊を通じて、
地域を横断する人的ネットワークの存在を解明した。ハラチン地域や東北地域に形成された商業施設を
結ぶ人の移動が行政の境界を越えた社会関係を構築し、盗賊たちはその上に活動を展開していたのであ
る。 
第二章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域における盗賊問題への対応」  
第二章では、道光末期から同治初頭まで内モンゴル東南部と東北地域の境界地帯の旗、県を拠点に活
動していた有名な強盗バイリンガ、ミレセンゲを取り締まるための地域社会の対応を検討した。そこで
清朝政府による軍事活動に動員されたのはハラチン地域の佐領組織であり、地域社会内部における盗賊
を捜索するために、太平社組織が充てられたことを解明した。 
第三章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域における治安組織太平社について」 
 第三章では、太平社に焦点を当てて検討を行った。旗内における佐領組織は居住空間を共有する集団
ではなく、治安維持の単位としては実効性のある機能が期待できなかった。そこで、地縁集団アイマグ
を単位に太平社が造られた。太平社官員にはモンゴル人、漢人両方の責任者が任命されたが、その上に
社のダルガと呼ばれるアイマグのモンゴル人官員が任命されて両者を統轄し、治安維持における行動の
統一を図った。太平社の設置により、蒙漢の協力体制はより実際的な社会的役割を果たしていくように
なったことが解明された。 
第四章「清末内モンゴル・ハラチン地域における巡警局創設について」 
第四章では、近代的警察組織巡警局の創設過程を考察した。巡警局創設に際して、組織を維持する費
用を徴税で賄おうとした。この財源捻出の方法は旗民の反対を受け、それを解決するために旗側が巡警
局組織に改革を行い、最終的に従前の太平社組織に倣った治安組織に戻したのである。これは、清朝に
よる近代化改革が各地域の現実の制約を受けていたことを示すと同時に、太平社がより地域の現実に即
した組織であったことを反映するものであった。 
第二部 蒙漢混住社会と土地 
第二部では、土地の用益や土地をめぐる蒙漢の経済関係が、モンゴル人社会の身分構造に即して形成
されていたことを明らかにした。 
第五章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域における農耕地の区分について」 
第五章では、ハラチン地域における農耕地はモンゴル社会の身分やアルバ負担などの用途別に則して
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区分され、利用されており、その下で蒙漢間の貸借が行われていたことが解明された。これはモンゴル
社会の農耕化問題への対応として理解することができ、漢人移民の農耕地開拓がモンゴル社会の論理に
則して進められたことを示すものである。 
第六章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域におけるアルバン・タリヤについて」 
第六章では、清代モンゴル社会の義務とされていたアルバを遂行するための財源アルバン・タリヤの
分配、利用を考察した。その結果、特定の農耕地を分配する「自種地」と農耕地を旗民ごとに特定せず、
租額を分配する「吃租地」の二種類のアルバン・タリヤがあり、旗民たちはこれらのアルバン・タリヤ
を漢人農民に小作させる場合が多かったことと、そのうちの「吃租地」は漢人攬頭に経営させていたこ
とが判明した。攬頭は自ら請け負った農耕地に小作農を招いて、攬頭―佃戸関係を形成していたが、彼
らの関係の基盤となったのはモンゴル人のアルバン・タリヤであり、それによって農耕地経営を通じて
結ばれた攬頭と佃戸はモンゴル旗のアルバ遂行体制の末端に組み込まれ、モンゴルの社会関係に包括・
掣肘されていたことが解明された。 
第七章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域における土地と財産とアルバ」 
第七章では、清代モンゴル社会における法的規範とも言える清朝蒙古例の財産関係規定は、中国本土
におけるような財産相続規定ではなく、モンゴル旗民のアルバ遂行財源を確保するための法的根拠にな
っていたことが判明した。 
 
終章  
 以上の七章の考察から明らかとなった知見から、清代後期における蒙漢混住地域の社会関係を「共生」
関係であったと理解することができる。 
 「共生」とはここでは、多様なものは一つの空間において相互に作用しながら、個々の独自性が維持
されることを指すものである。一地域社会における社会関係を「共生」関係として見るために、異質な
集団が如何に対立と協力の関係を構築していたのか、そして限られた資源の上にどのように棲み分けを
実現していたのか、と言う二点は重要な指標になる。 
そこで、本研究第一部の治安管理問題を「共生」における協力関係の構築として、第二部の土地利用
問題を「共生」における棲み分けの実現としてそれぞれ評価することができる。 
治安管理において、蒙漢の混住と言う「既成事実」が、清朝行政統治の原則である「蒙漢分離統治」
を凌駕するようになると、この「既成事実」へ柔軟に対応し、蒙漢協力体制を造りながら、それを分離
統治の担い手たる「旗」の統制下に置くことで、「分離統治」と「協力体制」を両立させた。 
清朝国家統治にみられるこのような特質は、杉山清彦が「“固い”原則と“柔らかい”運用であった」
と表現しているような、新たな事態への対応を現地社会に任せながら、それを上手く既存の統治構造に
収束させると言う前近代的帝国統治の柔軟さを示すものである。 
清朝行政統治の原則が基層社会に浸透し、統治原理の相違によって蒙漢混住社会内部に一つの断層を
生み出したのである。そして、この清朝行政統治が生み出した断層を越えた協力関係が造られ、蒙漢の
社会関係を「共生」へ導いたと見るべきであろう。 
蒙漢両者の重要な接点である土地利用問題において、受入側のモンゴル社会は、王公制度下の身分制
社会とそれを支えるアルバ体系の維持を前提に、漢人移民と共存を図ったのである。そこで明らかにな
ったのは、モンゴル社会の身分・用途・義務体系に則した農耕地の区分であり、漢人移民はそれぞれの
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区分に地租供出者として組み込まれていったということである。アルバと言う義務体系をめぐって編成
されたモンゴル人の社会関係は、蒙漢の横の経済関係の上に存立し、その基盤に置かれた土地制度はこ
うした二重社会関係のあり方に規定されていたのである。 
 これを要するに、ハラチン社会では、モンゴル社会編成の存立を前提として、漢人との土地権利関
係が形成されており、蒙漢混住社会の存立にモンゴル社会の編成原理が貫徹していたのである。前近代
における農耕化・蒙漢混住過程を単なる「遊牧モンゴル人」と「農耕漢人」の二項対立構造で論じると、
アルバと言うキーワードを通じて農耕化・蒙漢混住社会を貫くモンゴル社会の編成原理が見えなくなる
のである。 
前近代における蒙漢混住とは、モンゴル人の農耕・定着化とともに、漢人がモンゴル社会アルバ体制
へ適応する過程でもあり、一方的な「漢化」の過程ではない。ところが、前近代帝国統治下の多様性を、
民族間の対立として「民族史」の枠組みで整理しようとする場合、集団間の相互排除の側面がクローズ
アップされ、「共生」の側面が見られなくなる恐れがある。そのため、当時代の社会的文脈における民
族側の社会関係を主体としながら、地域全体を包括可能な枠組が必要であり、そこでは、「民族史」と
「地域史」を融合することが必要ではないかと思われる。 
 
（別紙） 
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論文審査結果の要旨 
 本研究は、清代後期（18世紀末～20世紀初頭）の内モンゴル南部ハラチン地方を事例として、内地からの漢人の
移住定着によって形成されたモンゴル人と漢人の混住社会の在り方について構造的な再検討を試みたものである。 
 従来蒙漢の混住社会については、内地からの漢人住民の移住・定着により次第に元来のモンゴル人遊牧社会が定
着に向かい、さらには自ら農耕民化・漢化したこと、漢人の進出によってモンゴル人が次第に北方に駆逐されたこ
と、さらに漢人の定着地域に漢人を管轄する行政組織が設置され、モンゴルを統括する盟旗の権力を弱体化させた
と考えられてきた。このような漢人の進出による漢化の進行とモンゴル社会の変質・崩壊という理解に対して、筆
者は内蒙古檔案館所蔵のハラチン三旗の文書史料を駆使し、蒙漢混住社会の内部構造を実証的に解明しながら、従
来の蒙漢混住社会の在り方の理解とは大きく異なる社会像を提示している。 
 まず第一部「蒙漢混住社会と治安」において、清朝がモンゴル人と漢人を異なる行政統治組織で分離統治してい
たとする理解に止まっていた定説に対して、実際的な対処が求められる治安維持における両社会の協働の動きを検
討した。第一章「同治・光緒年間の内モンゴル・ハラチン地域における盗賊と地域社会」では、19 世紀後半の同治
年間に猖獗を極めた盗賊事案の分析から、馬賊が内地・八旗・外藩モンゴルの境界を越えて活動し、地域社会にお
いても境界を越えてこれを支える構造が存在したことを指摘し、第二章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域にお
ける盗賊問題への対応」では、盗賊鎮圧のための兵の動員が佐領を通してなされていたこと、盗賊解散後の治安維
持では、佐領のかわりに地縁的な社会組織アイマクを単位として太平社と呼ばれる治安維持組織が編成されていた
ことを論じた。第三章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域における治安組織太平社について」では、太平社の編
成経過と組織構造、業務規則を取り上げ、アイマクごとに設置された太平社には、旗官員の下で蒙・漢の責任者が
任命され、不審者の監視、住民間のトラブル防止などを任務とし、第一審の審理権も認められていたことを解明し、
蒙漢分離原則の下で、現場で両民族の協力を確保する役割を果たしていたと論じる。第四章では、近代的な警察組
織として設置された巡警局を論じ、当初旗民からの徴税収入によって巡警を雇用していたが、旗民の反対を受けて、
旗民自身が治安維持活動に当たる在来のアルバ遂行と同様の組織体制に改められたことを明らかにした。 
 第二部「蒙漢混住社会と土地」では、土地（農耕地・放牧地）の利用をめぐる蒙漢人の実際の関係を明らかにし
ている。第五章「清代後期内モンゴル・ハラチン地域における農耕地の区分について」では、同地域の農耕地の地
目を整理し、旗行政の運営財源としての「外倉地」、ザサク王公や貴族の土地でとして管理される「内倉地」、「閑散
王公地、タブナン地」、佐領の用に供される「佐領地」、旗住民個人の土地である「ゴヨルガン・タリヤ」など、モ
ンゴル社会の身分構成や義務負担区分にそって地目が立てられていることを述べ、第六章「清代後期内モンゴル・
ハラチン地域におけるアルバン・タリヤについて」ではハラチン地域に公的な義務であるアルバを遂行するための
財源として特に設定された地目アルバン・タリヤとその機能を明らかにした。第七章「清代後期内モンゴル・ハラ
チン地域における土地財産とアルバ」では、住民の財産継承について論じ、モンゴルでの財産が、内地のような私
産ではなく、アルバを負担するための財源として存在し、継承されたことを明らかにした。以上の論述に立って、
筆者は「終章」において、治安維持のような実際的解決が求められる事案では、旗の統制下にアイマクを単位とす
る太平社を通じた蒙漢の協力態勢が確保されたこと、土地利用については地目がモンゴル人社会のアルバ遂行態勢
を原理として区分されており、漢人の移住農民が耕作する土地もこの地目によりアルバ遂行体制に組み込まれてい
たと論じている。 
 本研究は一次史料である文書史料を駆使して、蒙漢混住社会において旗の統制下で蒙漢住民間協力体制が存在し
たことや、漢人による農耕がモンゴル側のアルバ遂行体制に組み込まれていたことなど、蒙漢混住社会においてモ
ンゴル社会の事情に基づく社会関係の編成がなされ、機能していたことを解明した点で、一方的な漢化をもって論
じる定説的理解に新たな理解を提示したものと言え、研究史上の意義は大きいと考えられる。 
 よって，本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。 
    
